
<<前へ 次へ>>
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  遺骨収集9年間の思いを感動的な文章に 
  

  日本中の元将兵の方々に日本人か 

  らの多くの感謝の気持ちを届けたい 

  
 あの田母神俊雄閣下が二年前に受賞したアパグループ「真の近現代史観」懸賞論文。三回目の今年はチャンネル桜のキャス

ターとして、遺骨収集や祖父まご会の主宰、そしてモデルとして活躍中の佐波優子さんが最優秀藤誠志賞を受賞した。 
  
 受賞論文のテーマは「大東亜戦争を戦った全ての日本軍将兵の方々に感謝を～９年間の遺骨収集を通じて感じたもの～」。彼

女のこれまでの遺骨収集にかける思い、体験したことを素直にまとめた内容で、読む人の心を揺さぶる感動的な文章となってい

る。ご本人の許可を得て、以下に論文全文を掲載した。 
   

大東亜戦争を戦った 

全ての日本軍将兵の方々に感謝を 

   
～九年間の遺骨収集を通じて感じたもの～ 

  
佐波優子 

  

 
自ら主宰する祖父まご会で挨拶する佐波優子さん 

  
・遺骨収集を始めたきっかけ 
  
 私は大東亜戦争で戦死された日本軍将兵の方々の戦没者のご遺骨を9年間お迎えし続けてきた。そして今の日本にとって一

番大切なことは、あの大東亜戦争を戦った全ての日本軍将兵の方々に感謝の気持ちを伝えることだと思った。 
   
 この論文では、今までの遺骨収集の現場の話を通じて見てきた実際のことと日本軍将兵の方々への思いを話して行きたいと思

う。 
   
 大東亜戦争で戦死された日本軍将兵の数は約240万人と言われていて、その内の半分に当たる約115万人の方々が未だ世

界各地の戦跡で眠っておられる。将兵の方々は祖国を護る為に命を懸けて戦い、亡くなった。その日本人のご遺骨が未だ日本

に帰ることが出来ないまま取り残されていることは、大変心の痛む事実である。 
   
 遺骨収集のことを知ったのは、学生時代に茶谷武さんとおっしゃる22歳の将兵の方の遺書を読んだ事がきっかけだった。その

遺書は要約するとこのように書かれていた。 
  
 『武もとうとうお役に立つ時が参りました。生をうけて二十余年、ただの一度もお心を安ませることなく過ごして来たことをお詫び

致します。今思いますに人一倍子煩悩の父上にとって、この遺書を読まれればどんなであるか推し量ることが出来ます。 
  
 でもこの皇國危急の時、私達の涙は隠されねばなりません。私の肉体はここで朽つるとも、私達の後を、私達の屍を乗り越え
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て、私達を礎として立ち上ってくるこれから生まれてくる子供達や孫達のことを思えば、またこれらの人々の中に私達の赤き血潮

が受け継がれていると思えば、決して私達の死も嘆くには当たらないと思います。 
  
 どうぞ私のことを笑って誉めて下さい、武も笑って散ります。さようなら。武より』 
 そして茶谷さんはフィリピンのルソン島で戦死された。 
   
 子供の頃から、いかに日本軍や軍人が悪かったか学校で教え込まれてきた私は非常に驚いた。この遺書には今まで思い続け

てきた「悪い日本の軍人」の姿はどこにもなく、ただ両親と日本人全ての子孫達への想いが込められていた。 
  
 この方は自分の命よりもこれから生まれてくる日本人を護る為に死ぬと言っている。私の両親は茶谷さんのような方々に護られ

た結果生まれ、茶谷さんが願った通り孫である私達も生まれた。この遺書を読んで初めて、私達は将兵さん達に護って頂いた命

で生きている事を知り涙が止まらなかった。  
   
 そして同じ時期に遺骨収集活動を知り、どうしても自分の手で日本を護って下さった日本人のご遺骨を故郷にお連れしたいと強

く願った。茶谷さんの孫の世代としてせめてもの感謝のお返しをしたかったからだ。  
  
  

 
平成１４年、ニューギニアにて。荼毘に付した 

ご遺骨を白い袋にお迎えした後、ご遺骨箱へ。  
  
 ・土の中では、当時の戦況のままの時が止まっている 
   
 最初に行った遺骨収集の地、ミャンマーはインパール作戦があり日本軍の総兵力32万人のうち19万人が戦死した場所であ

る。 
   
 収集現場のカド村はインパール作戦の敗走ルート上に位置し、戦死者が道のように連なっていたことから名がついた「白骨街

道」の一部でもあった。カド村には日本軍の野戦病院があり多くの日本軍将兵が苦しみながら亡くなったという。私達遺骨収集団

は、その野戦病院の跡地に眠るご遺骨をお迎えに行った。作業現場では広大な密林の中、「この広い範囲のどこかにかつて野

戦病院があった」という情報しかない。 
  
 しかし戦後から現在までの間に風景も変わり、どんなに土を掘り返しても当時の手がかりさえ見つけるのは困難だった。当時ミ

ャンマーで戦われた日本将兵の方お二人が「僕が迎えに来たんだよ。どうか土の中から返事をしてほしい」と必死で病院跡を探

していらっしゃった。私達も一週間かけて村中の地面を掘ったが、広大な土地の中ではご遺骨を見つけることは出来なかった。六

十余年という時の長さを痛感せざるを得ない遺骨収集であった。 
   
 次に訪れた東部ニューギニアでは16万人の将兵が戦い、15万人以上の方々は二度と日本の土を踏むことはなかった。死因

のほとんどが飢餓と病気によるもので、戦闘で亡くなった方は僅かだった。 
   
 私達は早速日本人将兵のご遺骨を保管してくれているという村にご遺骨の受領」に行ったが、村の入り口の熱いトタンの上に

は沢山のご遺骨や日本人の名前の入った遺留品が無造作に並べられていて目を疑った。 
  
 そして早速ご遺骨をお迎えしようとするとお金を出して購入することを要求された。トタンの上のご遺骨は陳列された商品だった

のである。だが私達は日本人として遺骨をお金を払って「買う」事は決して出来ない。道徳的な意味もあるが、前例を作ると今後

もそうなってしまうからである。 
  
 数時間の交渉の結果、「村の方がご遺骨を見つけるために農作業を休んだ日当」という形で現金を支払い、ご遺骨をお迎えす

るしか方法はなかった。聞けば、以前ここでお金を出してご遺骨を買った日本人がいたのだという。だからこんなことになってしま

ったんだ、と私達は全員憤った。しかし考えてみた。 
   
 もし自分の父がこの村で戦死していて目の前に父の遺骨があったら、自分ならどうするのだろう。「私はお金で買うなんて道徳

的に出来ません」と、父の遺骨を置いてその村を後にする事は出来るだろうか。  
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ロシアにて。シベリア抑留でお亡くなりになった方々のご遺骨を 

お迎えした後、地面に靖國神社の御神酒を捧げた。平成１４年。   
  
 出来ないかもしれない。・・・いや、出来ないだろう。  
  「お金は幾らでも構わない、どうか父の骨を連れて帰りたい」という気持ちが、きっと勝ってしまうのではなかろうか。ご遺骨を返

してほしいという気持ちは皆同じだ。だがこうして年々交渉は難しくなっている。これは今後日本人が乗り越えなければならない

課題である。 
   
 三回目の遺骨収集の場所はニューギニア本島の上に位置するマヌス島であった。昭和19年、米軍と豪軍はこの島をフィリピン

攻略の中継地点のため狙っていたが、日本軍はそうはさせまいとこの島を約3，700名の将兵で護ろうとした。だが敵の総攻撃

により、日本軍は77名だけ残し玉砕した。そして今も多数のご遺骨が野ざらしにされたままである。 
   
 また、この島では戦後B級・C級戦犯の裁判があり200人以上の日本人が劣悪の環境の中、重労働をさせられ5人の日本人に

死刑が執行された。 
現在は日本でも人気のあるリゾートの島と言われているがここには多くの日本人の屍と涙が埋もれている。 
  
 険しい山を登りきった暗い洞窟の中でご遺骨はお一人でひっそりと眠っていた。辺りは見渡す限りのジャングル。数十年前にこ

の地で暑さと飢餓とマラリアに苦しめられながら亡くなった方々を偲ぶと涙が止まらなかった。「さあ、一緒に日本へ帰りましょう」

と語りかけてご遺骨を抱えた時、ずっしりと重みを感じ、同時にこの腕の中のお方が命を犠牲にして戦って亡くなられた魂の重み

を感じた。 
   
 シベリアでの遺骨収集。ロシアでは終戦後に60万人以上の日本兵・民間人がシベリアに抑留された。そして6万人の方々が冬

はマイナス30～40度 にもなる酷寒の中での強制労働と飢えにより亡くなった。 
   
 収集の初日、冷たい土の奥深くからご遺骨が見つかった。冷たくベタベタした土の中で裸のまま眠っていらっしゃった御遺骨。

半世紀ぶりに光を浴びたご遺骨はまだ若かったのであろう、親知らずが生えている途中だった。反対に丸いメガネが側にあった

御遺骨は、入れ歯がはまったご年配の方だった。八人の方々が折り重なっていた穴もあった。仲間が死んでも、酷寒の中コンク

リートの様に固まった土では一つの穴を掘るのでも精一杯だったと戦友の方  から聞いた 。どれだけ辛い思いで同胞のお墓を

掘り亡骸を埋葬していったのだろうか。 
   
 将兵のお一人は満洲でソ連軍と戦った戦友の事をこう語った。 
 「戦友達はソ連の戦車を食い止める為に布団に火薬を詰めて体に巻いて、戦車に飛び込んだんだよ。布団の中で手榴弾を爆発

させると自分と一緒に戦車も吹き飛ぶ。最後、銃が無くなれば自分の体を爆発物にして国を護ったんだ」と。余り知られていない

が、これが特攻「布団爆弾」である。10代の少年達が火薬を詰めた布団を体に巻きつけて戦車に飛び込み自爆してまで国を護っ

た。そして生き残った者たちは戦後、シベリア抑留で亡くなったのである。 
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11月3日、千鳥ヶ淵墓苑で行われた第14回ソ連抑留犠牲者慰霊祭  

  
 モンゴルではノモンハン事件の遺骨収集を行った。この地では、満州国との国境やハルハ河を巡ってのソ連・モンゴル軍との戦

いがあった。事件と呼ばれているが、日本将兵7千7百名が戦死した「戦争」である。実際にモンゴルでは「ハルハ戦争」と呼ばれ

ている。 
   
 土を掘っていると深いところに旧ソ連軍の戦車が埋まっていて、屋根の上には頭の部分がない体だけのご遺骨がしがみついて

いた。同行していた学者によると命をかけてソ連軍の戦車を止めようと戦車に飛び乗ったところを、他の戦車の砲弾によって頭が

飛ばされてしまったのだという。これが国を護るということなのだ。 
  
 日本兵将兵は決して残虐な悪人ではないと、しがみついたご遺骨が物語っていた。一刻も早く、この方の頭の部分を見つけて

あげなければ、体は日本に、頭部はノモンハンに取り残されてしまう。辺りをがむしゃらに深く掘って行ったがどんなに掘ってもど

うしても頭を見つけることが出来なかった。体だけのご遺骨を荼毘に付した。体の骨だけが、音を立てて炎に崩れ落ちた。 
   
 滞在最終日、帰途に着くためにご遺骨とともに輸送機に乗った。窓からの眼下にはノモンハンの壮大な土地が広がっている。こ

の大地のどこかに、あの方の頭のお骨がある。ソ連軍の戦車を止めようとして砲撃に遭ったその瞬間から、永久に体と離れてし

まった頭のお骨。もうあの頭と体が再び会うことは不可能だろう。蒙古平原の彼方に取り残された日本人の「頭蓋骨」を思い涙が

止まらなかった。 
   
 硫黄島では、本土を護るために最後まで戦い抜いた。「私達が一日でも長く戦えば、それだけ日本が攻撃されるのが一日でも

遅れる。そうすれば一人でも多くの女性や子供が助かり、その人達からまた新しい日本人が産まれるから、だから最後まで戦お

う」という栗林中将の命を皆必死で遂行した。壕やトーチカを掘り陣地を作り、アメリカ軍が5日で攻略できると言った島を1ヶ月以

上も護り抜いた。しかし最後は殆どの将兵が砲撃に倒れ、壕の中で焼き殺され、2万2千人の方々が玉砕した。 
  
 お迎えしたご遺骨は見るのも辛いくらい、バラバラになっていた。顔も爆弾で大きな穴が開いてしまったご遺骨を手に取り、ただ

ただ、「日本を護ってくださって有難うございました」と唱えることしか出来なかった。今でも1万3千人の方々が土の中に埋まって

いる。 
   
 フィリピンではルソン島に行った。ルソン島は、私が遺骨収集をするきっかけとなった遺書を書かれた茶谷武命が戦死された場

所である。 
  
 ここでは、仮安置で眠っているご遺骨を受領するという使命があった。山の頂上の仮安置所に足を踏み入れて心からの衝撃を

受けた。薄暗い室内は4083人の方々のご遺骨が小屋の天井の隅々まで安置されていた。その鬼気迫る光景に畏怖の念を抱

いた。4083の亡骸で隙間なく埋まった安置小屋は、帰国を願う魂の底からの悲痛のうなりがこだましている様だった。 
   
 戦争が忘れられようとされ、日本将兵が悪かったとされている日本で、このような壮絶な光景は想像出来るだろうか。日本は経

済も科学も日々めまぐるしく進歩し豊かな未来に向かっている。でも世界の戦跡ではこの小屋の様に幾百、幾千の場所で時が戦

時中のまま止まり、日本人の115万人の亡骸が帰国を悲願しているのである。  
   
 また、人間の骨を二つ大切に袋に入れ持っているご遺骨も見つかった。両方とも前から見ると仏さまが座禅を組んでいる様に

見える喉の部分の小さな骨だった。人間に一つしかない骨なのでお二人の骨ということになる。現地識者の見解では「戦友が亡

くなり荼毘に付し、ご遺族の方に届けるために肌身離さず持っていたのだろう。」ということであった。 
  
 そしていつかその将兵も戦死し、ご遺骨になってしまった。そうして三人の兵士は六十数年後、二つの小さな喉の骨とそれを持

つ一体のご遺骨という形で迎えられた。あの壮絶な戦火の中、戦友の亡骸を焼いて持ち歩き死ぬ時まで肌身離さなかった二つ

の喉の骨。きっとこの3人は強い絆で結ばれた間柄だったのだろう。  
   

4佐波優子さんが最優秀藤誠志賞を受賞：イザ！

http://hanausagi.iza.ne.jp/blog/entry/1878097/



 あの戦争は、事実を誰にも伝えなれないまま部隊の兵士が全滅した事が沢山ある。102冊もある厚い「戦史叢書」だけでは到

底書ききれない、戦死者一人ひとりの想像を絶する苦しみがあったと思う。そのことを知れば知るほど、私は戦死した方々の護

国の思いや願いを未来に繋げて行かなければいけないと思う。 
   
 こうして9年間、様々な地域でご遺骨をお迎えしてきた。どの地域のご遺骨も、「絶対に日本を護る」という硬い信念がありありと

伝わってくるような状態のまま亡くなっていた。まるで60数年間、土の中で歴史が固まっているようであった。ご遺骨の死に際の

状態が、正に日本軍は侵略ではなく祖国を護るための戦いに行ったとの確固たる証拠のようにも思えた。 
  

 
犠牲者に献花を捧げる慰霊祭の参加者の皆さん 

  
 私は「日本軍は侵略をした悪い人達。謝罪をしなければ」と言っている全ての人達にこの状態を見てもらいたい。そして問いた

い。「この戦車にしがみついている首のないご遺骨を見ても、日本軍が悪かったと思いますか」と。「布団を体に巻いて戦車の下

で爆死した十代の少年のご遺骨を見て、それでも謝罪談話を出すべきだと思いますか」と。 
   
 遺骨収集をして、ご遺骨があんなに帰りたかった日本に帰って来た時、日本兵は悪いことをしたと教えられ、謝罪ばかりで自虐

史観にまみれている。もちろんご遺骨には日本に帰ってきてほしいが、こんな状況を知られたらどんなに悲しむかとも思う。 
   
 これからの私達は、ご遺骨が日本に帰ってこられた時に日本に帰ってきて良かったと思って頂けるような日本を再建すること

が、大切な役割なのではないだろうか。 
  
・護ってくださったことへの感謝の気持ちを伝えたい 
  
  また、もう一つ同じ位の大切なことがある。それは、現在ご存命の将兵さんにも感謝の気持ちを表さなければならないというこ

とだ。 
   
 以前、ある元日本軍将兵のお二人に対し酷い事を言った日本人がいた。「いかに日本軍が悪く、アジアの人たちが日本軍を憎

んでいるか」「どんなに日本兵が残虐に侵略したか」と。お二人が「戦死した戦友に聞かせてやるんや」と軍歌を歌うと「軍国主義

を思わせるような歌はやめてください」ときつく言われていた。お二人は反論もせず、悲しそうに下を向いていました。皆がいなく

なってお二人と私の3人だけになった時、お二人がつぶやいた。 
  
「わしらは、長生きをしてはいけなかったのかもしれんなあ」 
「わしらが戦争でしてきた事が、こんなにも憎まれているんやなあ」 
と。泣きそうな横顔だった。そして、帰国後しばらくしてお一人の方が亡くなった。 
   
 日本を護るために戦争で戦った将兵さん達が、「わしらは長生きをしてはいけなかった」「戦争で悪いことをして憎まれている」、

そう思いながら過ごされている、その気持ちのまま亡くなっている・・これは本当に心の痛む事実だ。だがこのような事は、日本中

の至る所で起きている。 
  
 戦後の日本は将兵を悪者扱いしてきた。本当に悪者だったからではない。GHQの占領政策上、そうすることが一番低コストで

敗戦国を精神的にも占領できたからである。そのため戦後、日本将兵を悪く思わせるための様々な方法が実施され、その思想

は今でも根付いている。日本軍将兵の方々は、『これから生まれてくる子供達、孫達のために』と命を挺して戦った。 
  
 だがその護りたかった子供達、孫達に『悪者』だと思われてどんなに悲しい不本意な戦後60余年を過ごされたのだろうか。どん

な気持ちを抱え、亡くなって行ったのだろうか。私はそのことをある将兵さんに尋ねた。その方はこうおっしゃった。「私達は国を護

りたい一心だった。悪者じゃない。どうして私達が悪者なんだ！でも世の中が悪者と決めたのだから、もう一生悪者と思われたま
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まなんだよ」と。 
   
 その事実を変えなければならない。今こそ、私達から将兵さん達に、『あの戦争で日本を護ってくださってありがとうございます』

と伝える最後の機会ではないだろうか。 
   
 あの時一番若かった将兵さんでさえ、今80代のお歳だ。殆どの方は、もう既にお亡くなりになっているか、90歳を越えていらっ

しゃる。時間がない。  
本当に今が、最後の機会なのだ。 
  
 私は、「わしらは、長生きをしてはいけなかったのかもしれんなあ」とおっしゃった将兵さんのお一人の横顔が忘れられない。あ

のような思いをされている方がこれから一人でもいなくなるように、これから日本中の元将兵の方々に日本人からの多くの感謝

の気持ちを届けたいと思っている。 
  
 大東亜戦争を戦った全ての日本軍将兵の方々に、今こそ感謝を。 
  

========================================= 

凄い！野外音楽堂が満杯。 

  

 

記録更新、デモに4500人参加！ 
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留犠牲者慰霊祭   

 
詳報は明朝で。 

  

  
  

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(30) 

コメント(30) 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2010/11/06 05:41Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース 海保に電話、メール続々…「歓迎」と「批判」の声 
  
インターネットへの映像流出問題に絡み、東京・霞が関の海上保安庁には５日夜までに、

電話やメールで「国民のほとんどが見たいと思っていた」と歓迎する声が多く寄せられる

一方、情報管理の甘さを批判する意見もあった。 

 
 同庁政策評価広報室によると、電話の件数は１１４件。「よくやってくれた。犯人捜しはし

ないで」などと流出に賛意を表す内容が８３件。「中国船への対応が甘かった」などと批判

する内容が１４件あったほか、「なぜビデオを公開できないのか」との質問もあった。 

 
 メールの件数は計７１件で、大半が流出を喜ぶ内容だった。海保によると、いずれも約８

割は男性からで、担当者は「声の感じからは、若い世代が多かったと思う」と話している。 

（共同）  

 
http://www.sponichi.co.jp/society/flash/KFullFlash20101105132.html 
 
・私も「よくやってくれた」と云ってあげたい（＾＾）。  

 

2010/11/06 05:49Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース２＜尖閣問題＞ 
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日中間の問題に国際法は適用しない、「関係ない国」は介入するな―中国紙 
 
2010年11月5日、中国共産党機関紙・人民日報系の国際情報紙「環球時

報」は、尖閣問題をめぐる日中の対立が続くなか、米ホワイトハウス当局者が中国に「国

際法を守るよう」求めたことに対し、「国際法を適用するという考えには全く根拠がない」と

反論した。 

 
記事は、4日付日本メディアの報道として、米ホワイトハウス当局者が3日、尖閣諸島をめ

ぐる日中の摩擦について「中国が国際規範と国際法を守ることを最大限期待する」と述

べ、中国のレアアース政策に対しても「警告」を発したと伝えた。（後略） 

 
http://news.livedoor.com/article/detail/5120326/ 
 
・云っていることがメチャクチャになってきましたね。  

 

2010/11/06 09:27Commented by キラーＴ細胞 さん 

To 花うさぎさん  
 
>云っていることがメチャクチャになってきましたね。 
 
 支那は攻撃されると弱いと聞いた事がありますが、その現れではないでせうか。 

 
 sengoku38の38は、どうやら嘘の三八から来てゐる様です。 
 http://blog.livedoor.jp/the_radical_right/archives/52590761.html 
 
 こんな言葉は知りませんでした。月光仮面さんはなかなかウイツトのある人物ですね

(笑)。   

 

2010/11/06 09:35Commented by 花うさぎ さん 

To キラーＴ細胞さん こんにちは。 
 
> 支那は攻撃されると弱いと聞いた事がありますが、その現れではないでせうか。 
 
アメリカが採算、尖閣は日本の領土、日米安保の対象と言っているのが頭に来ているの

でしょう。日本は、支那の侵略に対峙している東南アジア各国と連携することですね。 

 
> sengoku38の38は、どうやら嘘の三八から来てゐる様です。 
 
ハッキリしているのは仙谷に対する挑戦ですよ(^^；。 
 
>月光仮面さんはなかなかウイツトのある人物ですね(笑)。 
 
はい。懐かしいです。小さい頃、これとか赤道鈴の助は夢中でした。怪傑ハリマオなども

(^^)。  

 

2010/11/06 10:40Commented by katachi さん 

海上保安庁の職員が、支那船に乗り移った映像も第２弾として流して欲しい気もします。

此処まできたら然公開ですよ。 
ビデオ流出は国民の判断を仰ぐものであったと理解したい。 
この職員は国益に適った行動をしたと思う。 
弱腰外交日本の本質と真実を政党がらみで見せてくれました。 
国民は、真実を知りたいのであって民主のあからさまな欺瞞を粉砕したいのである。 
これから、朝鮮学校問題、人権擁護、など等朝鮮ドラマのように目白押しだ。 
仙谷氏を中心とする民主党政府は信用出来ないのです。 
少なくとも先の選挙で確実に国民の半分は信用していない訳ですから、無党派層を入れ

れば、８０％は、民主を否定しているはずです。 
今は、国民が国益を意識しないといけないところに来ている。 

 

2010/11/06 11:52Commented by yohkan さん 

To 花うさぎさん 
  

8佐波優子さんが最優秀藤誠志賞を受賞：イザ！

http://hanausagi.iza.ne.jp/blog/entry/1878097/



仙石長官はじめ政府や一部マスコミが「犯人探し」なんて騒ぎ出していますが、チャンチャ

ラおかしいですね。 

 
ここまで敵国に堂々と領海侵犯されことこそ、大問題なのであり、まっ先に国防強化策と

法整備を議論しなきゃいけないのです。 

 
こうなったら、突撃船長シリーズのポスター第三弾、そろそろ作らなきいけませんね。自分

のyohkanブログに「売国有罪、愛国無罪」の絵をアップしました。お暇なときに、ご覧くだ

さい。  

2010/11/06 12:32

Commented by 雪風 さん 

花うさぎさん こんにちは。 

 
佐波さんの文章、素晴らしいです。 

散華された英霊への感謝と敬意、国家への思いが詰まっています。 

 
そして、氏が実際にご遺骨収集という『行動』をされていることが、その文章に更なる説得

力を与えているように思えます。 
受賞は誠に喜ばしいことであります。 

 
翻って、空き管と健忘長官以下のお歴々は、自分達の姑息なビデオ隠蔽と法律を捻じ曲

げてのシナ人釈放、那覇地検への責任押しつけは棚に上げ、『流出させた犯人を探す』

と、またぞろ国民の目くらましに躍起の様子。 

 
『言うべき相手』には沈黙し、『言わなくても良い相手』には雄弁になる。『やるべきこと』は

無視し、『やる必要のないこと』ばかりに注力する。そんな政府の姿勢が今回の状況を招

いたと、心ある国民はとうに気付いています！  

 

2010/11/06 14:25

Commented by 古東正舟 さん 

民主党の高木義明衆議院議員は、日韓海底トンネル推進議員連盟のメンバ

ーです。 

 
下のニュースを見て気になって調べました。 

 
 
◆朝鮮学校も無償化対象に…教育内容を条件とせず http://goo.gl/qd9nm 
 
高木文部科学相は５日、高校授業料の実質無償化の対象に朝鮮学校を含むかどうかを

判断する審査基準を正式決定した。 

 
 教育内容を指定や取り消しの条件とはしない内容で、朝鮮学校１０校すべてが無償化

の対象となることが固まった。文科省が１１月末まで申請を受け付け、有識者会議の審査

を経て最終決定する。 

 
 民主党では拉致問題などを考慮し、朝鮮学校を無償化の対象とすることに反対する声

が出ていた。こうした民主党の要請を踏まえ、審査基準には、学校の財務状況を点検す

るための書類や、就学支援金が生徒の授業料に充てられていることを確認できる書類を

毎年度提出させ、「重大な法令違反」があった場合は指定の取り消しもできる規定が盛り

込まれた。 

 
（2010年11月6日11時16分読売新聞）  

 

2010/11/06 16:09Commented by 第一義 さん 

第一義です。花うさぎさん、お風邪の方は快復しましたか？ 

 
佐波さんのお話、ただただ頭が下がります。泣かずにいられない話ですね。 

 
笹幸恵さんと言い、愛国の大和撫子は最近そこここに姿を現してくれてます、とても喜ば

しく、誇らしいことです。 

 
あとは私のようなおっさんを含む我々男の奮起を待つのみでしょうか。  

 

2010/11/06 16:31Commented by おっさん さん 
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佐波さんは若い女性なのに見上げたものです。私も小学生の時から「兵隊さ

んありがとう」という気持ちだけは持っていました。学校で特攻隊は犬死だった

などと言う先生がいましたが、それを聞いた時は腹が立って腹が立ってどうに

もなりませんでした。情けないことではありますが、腹が立っても何もできずじ

まいでした。70歳になってやっと少しは行動しなければと思い、今日は「尖閣諸島を守る

ための請願署名」で、近くのコンビニの駐車場に立ちました。6時間程度立ってやっと8人

の署名を獲得できました。皆さんはあまり関心がないようですね。とにかく、佐波さんを見

習って少しでも行動をしなければと思っています。  

 

2010/11/06 19:58

Commented by 花うさぎ さん 

・お知らせ 

 
本日の国民行動、速報で二枚の画像をアップしました。  

 

2010/11/06 20:01Commented by 花うさぎ さん 

To katachiさん こんばんは。 
 
>海上保安庁の職員が、支那船に乗り移った映像も第２弾として流して欲しい気もしま

す。此処まできたら然公開ですよ。 

 
もちろんですよ、出来ないなら倒閣です。 

 
>国民は、真実を知りたいのであって民主のあからさまな欺瞞を粉砕したいのである。 
 
激しく同意、です。 

 
>今は、国民が国益を意識しないといけないところに来ている。 
 
政治家が頼りにならないから国民が決起しはじめている、とも云えますね。  

 

2010/11/06 20:08Commented by 花うさぎ さん 

To yohkanさん こんばんは。 
 
>仙石長官はじめ政府や一部マスコミが「犯人探し」なんて騒ぎ出していますが、チャンチ

ャラおかしいですね。 

 
自らの責任をはぐらかす猿芝居ですよ。 

 
>自分のyohkanブログに「売国有罪、愛国無罪」の絵をアップしました。お暇なときに、

ご覧ください。 

 
おお～、素晴らしい！また使わせて頂きます(--)。 

 

2010/11/06 20:12Commented by 花うさぎ さん 

To 雪風さん こんばんは。 
 
>散華された英霊への感謝と敬意、国家への思いが詰まっています。 
 
はい、本当にそう思います。 

 
>遺骨収集という『行動』をされていることが、その文章に更なる説得力を与えているよう

に思えます。 

 
そうなんです。単に考えを述べているのではなく、その裏付けとしての行動があるのです

ね。 

 
>そんな政府の姿勢が今回の状況を招いたと、心ある国民はとうに気付いています！ 
 
倒閣のための行動を是非おこして欲しいです。  

 

2010/11/06 20:16Commented by 花うさぎ さん 

To 古東正舟 さん こんばんは。 
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情報ありがとうございます。 

 
ビデオの公開拒否も、この朝鮮学校無償化も、民意を無視した暴挙です。 

 
倒閣に持ち込みましょう、もはや「聞く耳もたず」ですから。  

2010/11/06 20:19

Commented by 花うさぎ さん 

To 第一義さん こんばんは。 
 
>第一義です。花うさぎさん、お風邪の方は快復しましたか？ 

 
時間がかかりましたが、お陰様でなんとか直りました(--)。 
 
>佐波さんのお話、ただただ頭が下がります。泣かずにいられない話ですね。 
 
日本人の魂を揺さぶる「真実の訴え」がここにありますね。 

 
>笹幸恵さんと言い、愛国の大和撫子は最近そこここに姿を現してくれてます、とても喜

ばしく、誇らしいことです。 

 
はい。抗議行動でも本当に若い女性が増えました。 

 
>我々男の奮起を待つのみでしょうか。 
 
頑張れ！日本男子、ですね。 

 

2010/11/06 20:51Commented by katachi さん 

年を取っても学園紛争の延長線上に居る民主政府の彼等に今度は、引退宣言撤回の鳩

が、ビデオ流出を「情報クーデター」と言い放った。 
民主党が国益重視の政治をしないからこう言う事になる。 
鳩は出てくるな！ 
全く進化しない彼等に国民もほとほとですよ。 
しかし彼等は、バカにされようと朝鮮学校問題、人権擁護、外国人参政権、国籍法などな

ど隙有らば闇で通そうとします。 
政治はしてくれないが亡国闇法案はやる気満々です油断は出来ません。  

 

2010/11/06 22:51Commented by gabacho さん 

話し方がおっとりしていて、どう見てもか弱き女性としか見えない佐波さんの行動力とパワ

ーには脱帽です。 
それにしても、最優秀藤誠志賞とは素晴らしいの一言に尽きますね。 

 
今日も先にデモを終えた佐波さんが、八重洲口のところで後から陸続とやってくるデモ隊

に盛んに声援をおくってくれていました。 

 
今日のデモにはアジア各国等のカラフルな旗がたくさんありましたので、隊列を整えてい

る時にダメ元でＺ旗を準備していたところ、「旭日旗やＺ旗は軍国主義に誤解されやすい

のでご遠慮下さい」と止められてしまいました。 

 
まぁ、それが主催者側の意図ならやむをえませんが、残念でした。  

 

2010/11/07 00:02Commented by pioneer48 さん 

男の中の男と言う言い方があれば、佐波さんは女の中の女ですね。 

 
先人を敬う行動をされていれば、藤誠志最優秀賞も当然でしょう  

 

2010/11/07 00:05Commented by しばりょう さん 

花うさぎ様 本日の集会デモ お疲れ様でした。 

 
4500人凄いですね。日本人は、本当に 怒っています。 
 
http://sankei.jp.msn.com/affairs/crime/101106/crm1011062129023-n1.
htm 
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2010/11/07 08:10Commented by abusan１２３ さん 

本文の様な歴史の見直しはこれから進むことでしょう(^o^) 
ソノハナシハ＼(^^＼) (／^^)／コッチニオイトイテ 
 

これで「反菅政権デモ」が盛り上がらなかったら日本はマジで 
終わっています'`,､( ´∀`) '`,､ 当然の事ですわなあ。 
 
国民に仇為す民主党政権は一日も早く粉砕されなければ 
なりません！！（Fight ＯＮ！）  

 

2010/11/07 09:15

Commented by キラーＴ細胞 さん 

 公務員が守るべき秘密事項の判断基準については、守秘義務違反に刑事

罰が課せられる事などに留意して、内容が実質的に秘密に値するものでなけ

ればならないとする実質秘説が判例・通説です。 
 なので、仮にsengoku38氏が逮捕起訴されても無罪になる筈です。あのヴィデオが実

質的にも秘密に値するなどと考へるのは余程の馬鹿か狂人だけでせうから。 
 尤も、今の裁判所は信頼性に疑問符が付いてゐますから、その点が心配と云へば心配

です。私が検察官なら不起訴処分にしますね。検察庁も行政機関なので、上から強い圧

力が掛るでせうけど、検察には政治的判断も出来ると他ならぬ政府が御墨付を与へたで

はないか、それ故日本国の利益を考慮して不起訴にしたのだと言へば、悪辣な売国内閣

とてぐうの音も出ますまい(笑)。  

 

2010/11/07 10:22

Commented by しばりょう さん 

追信 

 
ニコニコ動画で、ライブ中継ミテイマシタ、8000人を超えていました。  

 

2010/11/07 10:27

Commented by 花うさぎ さん 

To katachiさん こんにちは。 
 
>しかし彼等は、バカにされようと朝鮮学校問題、人権擁護、外国人参政権、

国籍法などなど隙有らば闇で通そうとします。 

 
頭に来ます。 

 
>政治はしてくれないが亡国闇法案はやる気満々です油断は出来ません。 
 
反日政権であることを自ら証明しているようなものですね。 

 

2010/11/07 10:31Commented by 花うさぎ さん 

To gabachoさん こんにちは。  
 
>話し方がおっとりしていて、どう見てもか弱き女性としか見えない佐波さんの行動力とパ

ワーには脱帽です。 

 
本当ですね。芯がシッカリしているのだと思います、彼女を育てたご両親も偉いですよ(^
^)。 
 
>佐波さんが、八重洲口のところで後から陸続とやってくるデモ隊に盛んに声援をおくって

くれていました。 

 
おお～そうだったのですか？ 

 
>旭日旗やＺ旗は軍国主義に誤解されやすいのでご遠慮下さい」と止められてしまいまし

た。 

 
困ったものですね。今後、是正して欲しいです。私もとってもこれは納得できません、「軍

国主義をイメージ」ってそれを云ったら日章旗の林立も同じですけどね？ 

 

2010/11/07 10:32Commented by 花うさぎ さん 

To pioneer48さん こんにちは。 
 
>男の中の男と言う言い方があれば、佐波さんは女の中の女ですね。 
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はい(^^)。 
 
>先人を敬う行動をされていれば、藤誠志最優秀賞も当然でしょう 
 
論文上だけでなく、本当に行動しているから凄いですよ(^^)。  

2010/11/07 10:33

Commented by 花うさぎ さん 

To しばりょうさん こんにちは。 
 
>4500人凄いですね。日本人は、本当に 怒っています。 

 
はい。おっ、エントリーが早いですね。TBさせて頂きました。 

 

2010/11/07 10:34Commented by 花うさぎ さん 

To abusanさん こんにちは。 
 
>国民に仇為す民主党政権は一日も早く粉砕されなければ 
>なりません！！（Fight ＯＮ！） 
 
大賛成です(^^)。  

 

2010/11/07 10:35Commented by 花うさぎ さん 

To キラーＴ細胞さん こんにちは。 
 
>それ故日本国の利益を考慮して不起訴にしたのだと言へば、悪辣な売国内閣とてぐう

の音も出ますまい(笑)。 
 
おお～、是非そうしてくださいね(^^)。 

 

2010/11/07 10:36Commented by 花うさぎ さん 

To しばりょうさん  
 
>ニコニコ動画で、ライブ中継ミテイマシタ、8000人を超えていました。 
 
すごいですね。 

 
いろいろ合わせるとネット中継は二万人を超えたとアナウンスがありましたよ。 
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